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日時：  平成 26年 11月 29日 (土 )
　　　13時 30分～ 17時 30分
場所：  美波町西の地公民館 2階 大集会室
主催：  徳島大学地域創生センター、
　　　 徳島大学・美波町地域づくりセンター
　　　 ごっつい由岐の未来づくりプロジェクト
共催：  美波町

開会挨拶
徳島大学副学長   吉田 和文
美波町長   影治 信良

事前復興まちづくりを知ろう
3町の取組をスカイプ中継
・雄勝町　雄勝地区を考える会

・黒潮町　黒潮町役場

・美波町　ごっつい由岐の未来づくりプロジェクトチーム

地域継承を体験しよう
・地域継承の一取組として参加者全員で餅つきを体験

地域継承について語ろう
・次世代の若い衆が地域継承したいものを写真で発表

・地域継承したいものについて皆でおしゃべり（フューチャー

セッション）

テーマ：「美波町で次世代に継承したいものは ?」

閉会挨拶
美波町自主防災会連合会会長　酒井 勝利
徳島大学地域創生センター長　吉田 敦也

概要
　タウンミーティングは、同大学が徳島県内市町村の有す

る課題を取り上げ、地域と大学の相互対話を通じて解決に

向けた取組について協議するもので、地域貢献事業の一環

として毎年県内各地で開催しているもので、今回で 11回目
となりました。

　今回のタウンミーティングは、同大学が美波町との間で締

結した「持続可能なまちづくり」を目的とした連携協定に基

づき設置した「徳島大学・美波町地域づくりセンター」が中

心となり開催したもので、約 80人の参加があった。吉田副
学長及び美波町の影治町長の開会挨拶に続き、「事前復興

まちづくりを知ろう」では、宮城県雄勝町、高知県黒潮町、

美波町の 3町をスカイプ中継でつなぎ、雄勝町からは「NPO
法人まち・コミュニケーション代表理事 宮定 章氏」、黒潮
町からは「黒潮町役場産業推進室産業推進係長 友永 公生
氏」、美波町からは「ごっつい由岐の未来づくりプロジェクト

チーム（徳島大学・美波町地域づくりセンター学術研究員）

井若 和久氏」がそれぞれの取組について紹介した。
　続いて行われた「地域継承を体験しよう」では、地域継

承の一取組として参加者全員で餅つきを行った。

　最後に「地域継承について語ろう」では、「由岐青年会」

と「きっかけバス 47徳島」の参加者が、前もって撮影した
美波町の地域継承したいものを写真で発表し、その後、「地

域継承したいものについて皆でおしゃべり」（フューチャー

セッション）では、「美波町で次世代に継承したいものは？」

をテーマに参加者が少人数に分かれて活発な意見交換が行

われ、グループ毎にまとめの発表が行われた。

　同大学及び美波町とはこのような取組が、事前復興まち

づくりや地域継承につながることを期待している。

 地域連携戦略室の主催事業   平成26年度 タウンミーティング（第11回）

美波町を次世代に継承しよう ～住民主体の事前復興まちづくり～
開催主旨
　地域創生センターも支援してきた美波町を次世代に継承する住民主体の事前復興まちづくりをすすめるため、東日本・西日本の取組に学び、ごっつい由岐の未来づ
くりプロジェクトチームの取組を地域に発信するとともに、地域継承の一取組として餅つきを体験し、次世代の若い衆と地域継承について語り合ことを目的として開催
する。

徳島県　　　　　政策創造部県立総合大学校本部長　　 副会長
　　　　　　　　各部局主管課長 
　　　　　　　　南部総合県民局経営企画部長 
　　　　　　　　西部総合県民局企画振興部長 
　　　　　　　　県立総合教育センター所長

徳島市　　　　　大学連携担当部課長 
鳴門市　　　　　大学連携担当部課長 
小松島市　　　　大学連携担当部課長 
阿南市　　　　　大学連携担当部課長 
吉野川市　　　　大学連携担当部課長 
阿波市　　　　　大学連携担当部課長 
美馬市　　　　　大学連携担当部課長 
三好市　　　　　大学連携担当部課長 
勝浦町　　　　　大学連携担当課長 
上勝町　　　　　大学連携担当課長 
佐那河内村　　　大学連携担当課長 
石井町　　　　　大学連携担当課長 
神山町　　　　　大学連携担当課長 
那賀町　　　　　大学連携担当課長 
牟岐町　　　　　大学連携担当課長 
美波町　　　　　大学連携担当課長 
海陽町　　　　　大学連携担当課長 
松茂町　　　　　大学連携担当課長 
北島町　　　　　大学連携担当課長 
藍住町　　　　　大学連携担当課長 
板野町　　　　　大学連携担当課長 
上板町　　　　　大学連携担当課長 
つるぎ町　　　　大学連携担当課長 
東みよし町　　　大学連携担当課長 
徳島県市長会　　事務局長 
徳島県町村会　　事務局長 
徳島大学  　　 　副学長（地域連携担当）           会 長
  　　 　地域連携戦略室の構成員

徳島地域連携協議会設置要項

（設置）
第1　徳島県、徳島県下の全市町村、徳島県市長会、徳島県町村会
及び徳島大学は、地域の雇用創造、産業振興への貢献、地域の課

題解決への貢献、地域のイノベーション創出人材の育成等の地域

の再生に向けて、連携・協力を行うため、徳島地域連携協議会（以下

「協議会」という。）を置く。

（業務）
第2　協議会は，次の業務を行う。　
　(1) 地域連携の企画・調整に関すること。
　(2) 連携事業ニーズに係る情報収集に関すること。
　(3) 連携事業の実施計画に関すること。
　(4) 実施される連携事業の広報に関すること。
（組織）
第3　協議会は、別表に掲げる委員をもって組織し、会長及び副会
　長は、同表に示すとおりとする。

（会長及び副会長の職務）
第4　会長は、協議会を招集し、その議長となる。
2　副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を
　代理する。

（運営会議）
第5　協議会が行う業務について審議するため、運営会議を置く。
2　協議会は、委員の過半数の出席がなければ運営会議を開くこと
　ができない。

3　議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のとき　
　は、議長の決するところによる。

（代理出席）
第6　第3の委員が運営会議に出席できないときは、代理の者を出
　席させることができる。

（委員以外の者の出席）
第7　協議会が必要と認めるときは、運営会議に委員以外の者の出
　席を求めて意見を聴くことができる。

（庶務）
第8　協議会の庶務は、徳島大学総務部企画・評価課において処理
　する。

（雑則）
第9　この要項に定めるもののほか、協議会について必要な事項は
　運営会議の議を経て定めるものとする。

（略）

      附　則
　この要項は，平成26年8月29日から実施する。

徳島地域連携協議会

徳島地域連携協議会構成員 （平成27年3月現在）

　徳島地域連携協議会は、下記の「設置」目的に則って、平成15年2月4日に設置されました。
　平成26年4月までに徳島県、県内全ての市町村、徳島県市長会、徳島県町村会と連携協定締結し、平成26年8月29日に開催した「平成26年度徳
島地域連携協議会」には、全ての自治体に参画いただきました。

　徳島大学側の窓口である総務部企画･評価課に事務局が置かれていて、県側の窓口は徳島県政策創造部県立総合大学校本部となっています。

（平成27年3月現在）

徳島大学における地域連携事業・体制の概要
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日時： 平成 26年 11月 6日（土）
　　　 13:30～ 16:00
場所： 徳島大学けやきホール（地域連携大ホール）
主催： 国立大学法人徳島大学
後援： 徳島県教育委員会

開会挨拶
徳島大学副学長   吉田 和文

講演
・「NIKEが取組む「未来づくり」のヒミツから学ぶ徳島の次
世代育成とブランド開発」
ナイキ本社 （米国オレゴン州ビーバートン）
イノベーションキッチン シニアデザインイノベーター

Tetsuya �omas Minami

スクールキッチンワークショップ
・小松島西高校×つるぎ高校

・コメンテーター
市岡製菓株式会社 代表取締役社長   市岡 通裕
徳島大学産学連携推進部 イノベーション人材育成部 客員教授

大田 昌平
ナイキ本社 （米国オレゴン州ビーバートン）
イノベーションキッチン シニアデザインイノベーター

Tetsuya �omas Minami

閉会挨拶
徳島大学地域創生センター長　吉田 敦也

概要
　本シンポジウムは、本学が地域社会の課題や要請に応え

るための地域貢献事業の一環として実施しているもので、今

年度は第 12回目となりました。
　シンポジウムには小・中・高・大学生と一般社会人約

180人の参加があり、同大学地域創生センターの吉田　敦
也センター長の総合司会により、吉田　和文副学長からの

開会挨拶後、第１部では、ナイキ本社（米国オレゴン州ビー

バートン）イノベーションキッチンシニアデザインイノベー

ターの Tetsuya �omas Minami氏から「NIKEが取り組む
「未来づくり」のヒミツから学ぶ徳島の次世代育成とブラン

ド開発」と題して基調講演が行われた。内容は、簡単な自

己紹介の後、「ナイキ本社の紹介、デザイナーの役割、仕事

内容、デザインの哲学、ナイキのフットウェア部門の構造、

イノベーションに対してどういったアプローチをするのか、例

も挙げて説明」等の講演後、活発な質疑応答が行われました。

　また、第 2部では、「スクールキッチンワークショップピカ
ピカ高校生のヘルシーアグリフードデザイン」と題して、徳

島県立つるぎ高等学校の学生 5名による「「みまからエコ
ファーム」プロジェクト」、その後、徳島県立小松島西高等

学校の学生 5名による「新しい徳島県の銘菓を作ろう～野
菜しいタルトで課題解決！～」についてプレゼンテーション

があり、コメンテーターの市岡製菓株式会社代表取締役社

長 市岡 通裕氏、同大学産学連携推進部イノベーション人
材育成部客員教授 大田 昌平氏、ナイキの Tetsuya �omas 
Minami氏から様々なご意見を頂戴し、盛況のうちに終了し
ました。

 地域連携戦略室の主催事業   平成26年度 地域交流シンポジウム（第12回）

未来のイノベーターどう育てるか
開催主旨
　「スクールキッチンプロジェクト」とは、小学生、中学生、高校生、大学生などが、健康的なコミュニティ（Healthy Community）を形成するに有用な「近未来商品づ
くり」を支援する活動です。ワークショップでは、健康社会徳島を形成するためのヘルシーブランド食品開発をはじめ、高校生による、徳島資源活用を目的とした「徳島
商品」紹介し、プロの立場からの講評や参考意見をもらい、さらなる進化に向けて示唆を得ます。

地域連携戦略室の主催事業 平成26年度 タウンミーティング（第11回） 地域連携戦略室の主催事業 平成26年度 地域交流シンポジウム（第12回）

タウンミーティングで関心を持たれた点や感想を教えてください。 
■ 生きる為に、新しい土地の開拓、今後残していきたい文化や自然。ここの

自然や人どうしを大切に思う気持ちがあるから、真剣に考えて行動できて

いる。その気持ちの大切さを教えてもらう機会に恵まれて良かったです。

ありがとうございました。
■ おもちの味がとても美味しかったです。老若男女みんなが防災に強い意

識をもっていることがとても伝わってきました。

この地区の人の良さ・温かさを是非引き継いでいってほしいです。
■ もちづくりが楽しくて、人の温かさを感じれた。
■ 高台移転の候補地などの選別。
■ 事前復興について、あまり詳しい話を伺ったことがなかったので、ために

なりました。
■ 復興に関して、経済面も題材にしては?
■ 改めて良いところが確認できた。
■ 自分の町である美波町についての魅力を考えることができたこと。おも

ち美味しかったです!!
■ 同じ立場にある黒潮町の話を聞けたのは良かったです。もちつき体験

も。ああいう風に楽しく地域継承がなされるのは良いことだなと感じまし

た。
■ 由岐地区の餅つき体験で、地域で一つになって何かをするということえ

お体験できて良かったです。
■ 三次元中継での話。
■ 由岐のこんなに関心をもっていただき、ありがとうございます。もう一度

みつめなおす機会を頂きました!!
 

■ いろいろな問題点が見つかりましたので、今後に引き継いで行きたいと

思います。
■ 餅つき良かったです。美味しかったです!!
■ ありがとうございました!!
■ 遠く離れた地域の復興まちづくりの現状を、スカイプ中継により具体的

に把握でき、非常に参考になった。　他

タウンミーティングあるいは徳島大学（美波町地域づくりセンター
も含む）に対して、要望やご意見をください。
■ おもちおいしかったです♡
■ これからも続けていくことが大切だ。
■ これからもよろしくお願いいたします。
■ とても勉強になりました。これからもよろしくお願いします。おもち美味

しかったです。
■ 美波町地域まちづくりセンターを継続して頑張ってください。
■ 今後とも美波町地域に感じた事、良い悪いを指導してください。
■ 次回もお願いいたします。
■ 今後も引き続き実施していきたい活動だと思います。
■ これからもよろしく。
■ 良く頑張っている!! 
■ 防災に対する取組について、情報を共有できる連携をしていただけたら

ありがたいです。
■ 最初のスカイプでの中継が、もっとスラスラ進んでくれたら良かった。お

もち美味しかったです!!　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　     　　　※アンケート回答者の文言をそのまま記載

平成26年度 徳島大学タウンミーティング

美波町を次世代に継承しよう ―住民主体の事前復興まちづくり―
（2014年11月29日 美波町西の地公民館） 【回答者数】 31名（参加者69名：町内38名、町外31名 / 回収率 45.0％）

住所をお答え下さい。
（職場からお越しの場合は職場の住所）

職業をお答え下さい。 性別をお答え下さい。

年齢をお答え下さい。

タウンミーティングの内容は有意義なものでしたか タウンミーティングの内容で良かったものはありましたか

このタウンミーティングの開催をどのようにおしりになりましたか

美波町（日和佐地区）
1人

美波町
（由岐地区）
18人

県内
（市・町・村）
9人

県外
（都・道・府・県）
3人

計 31

自営業
会社員

地方自治体
学生

学校関係
大学関係
無職
その他

10代
20代
30代
40代
50代
60代

70代以上

非常に有意義であった

おおむね有意義であった

多少とも参加した甲斐があった

あまり参考にならなかった

その他（具体的に）

主催者である徳島大学（関係者）等からの連絡
勤務先での紹介
知人の紹介
町の広報

ポスター・チラシ
新聞報道等

徳島大学のホームページ
その他（具体的に）

雄勝町の報告（事前復興まちづくりをしろう）
黒潮町の報告（事前復興まちづくりをしろう）
美波町の報告（事前復興まちづくりをしろう）

餅つき体験（地域継承を体験しょう）
次世代の若い衆が継承したいものを写真で発表

　　（地域継承についてかたろう）
地域継承したいものについて皆でおしゃべり

　　（地域継承についてかたろう）
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